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ῖ Ⱨᾮ ם
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◌ ꜛ יּ“כּ

34.3万人 26.5万人 12.8万人23.1万人 20.8万人

יּ“

全世界 状態別 交通事故死者数

Source : WHO Global status report 

on road safety 2023, 

Country report

◌

ꜛ כּ

欧州

6.3万人 北米

4万人

南米

10.5万人

中国

24.8万人

アジア(インド除く)

15.8万人

アフ中

35.2万人

日本

0.3万人

インド

21.7万人

低中所得国での交通事故死者を低減することは喫緊の課題

全世界 交通事故死者数 119万人/年
1 ʿ 3,260

1Ⱳḧ ʿ 136

1 ʿ 2.26
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⁯∑Ṑḩ ӗ

2021年から2030年の間で、交通事故死者数と負傷者数をそれぞれ最低でも50%削減すること

יּ♂  יּ  9ᶤ ˙ ⁯

 ῖ Ⱨᾮ 5˙29⅞ בֿ ︠ ♂ԍ ԁ

Ẕ  ԁ ︡ ▪ ˢleave no one behindˣ

WHO 2021年10月28日施行

「第2次 道路交通安全のための行動の10年」
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ῖ ӗ ḩ ᶆ⁯ ︠ ☼├

グローバル共通課題は、人の行動、交通弱者対応

:Decade of (2021-2030) “ ὓᵊ

「第2次 道路交通安全のための行動の10年」

2021 2030 ḧ ῖ Ⱨᾮ♂ּי
יּ Ω 50%⌡ᾚ

国連

ᶆ⁯
ӗ ὓᵊ├ Ⱨᾮ ₰

כּ ӗ Ṫ
כּ ABS DRL

כּ ӗ Ṫ  (AEB/ISA )
יּ╣ ᴣNCAP

セイフシステム* ☼ם
V2X ᶨ יּפֿ ῐ
◕ 30km/h ᾢ

⁯ Ⱨᾮ ├

ḧ
セイフシステム* ├

「第11次交通安全基本計画」

日本

: 2021 3Ὦ29 ῖ״ ӗ ├ᵓṳ,  2021 6Ὦ28 ῖ ├ ṳᵓꜛ כּ ᵓ

2035 ₇
ꜛ Ṫכּ ├ ᴦ

◕ ᾖԍכּ
ԏ Ṟ ♂ Ⱨᾮ ◙

2025 ᵦԁӗ ῖ ᾝם ◙ 

24Ⱳḧ♂ּי 2,000 ӟᴞ יּ 22,000 ӟᴞ

「交通政策審議会」

2030

כּ ӗ ├ 2020
30 ӟ ῖ Ⱨᾮ♂ּי 1,200 ⌡ᾚ
יּ 11,000 ⌡ᾚ

社会システム全体での対応 高齢運転者、歩行者

交通安全に関わる各国の主要施策
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 ῖ ⱧᾮⱧᾮ
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30  

23%
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9%
955

37%

435

17%

339  

13%

870

33%

ʿὕ♪

91%が

交通弱者

67%が

交通弱者

ʿὕ♪ ῖ ộ

4 ῖ ♂ Ⱨᾮ

状態別 交通事故死者数の割合

＜東京都 ＞

ˢ2022 132:יּ♂  ˣˢ2020 2610:יּ♂ ˣ

＜日本全体＞

歩行者の飛び出し ルール無視の自転車 交差点で見誤り易い二輪車

交通弱者が起因する死亡事故は

全体の約48%

日本 交通弱者要因の交通事故件数 推定値 
(R2、2020年)

∞׃῝  ῖ Ⱨᾮ › (ITARDA)

ῖ יּפֿ Ӹ ṞԍⱧᾮ Honda ꜛ ὓ

19%

14%

14%

3%

3%

52%
48%

7%

10%

7%

20%

4%

交通事故死者数全体の約7割が二輪を含む交通弱者
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令和3年6月28日

交政審 陸上交通分科会自動車部会より

2035年の安全目標達成に向けては通信システム活用が肝要

交政審

「交通事故の無い社会を目指した

今後の車両安全のあり方について」

＜今後の車両安全の考え方＞
כּ ӗ ḩ ṍ ♪ 「2035年頃までに、自動車技

術により対策が可能であるものについて、新たに市場に投入される車が原因と

なって引き起こされる死亡事故をゼロとすることを目指す」

∑ ꜛ כּ Ṫ 自動車と道路交通インフラや歩行者等

との間における通信技術（V2X） ☼├ ὀ ꜛ Ṫכּ

ᴂ Ⱨᾮ Ӥ ᶈ ḟ

＜今後の対策＞

○通信技術やデータの活用による安全対策の推進
Ṫ ∏כּ ˑ ᴦ

自動車との通信（V2X）や、人・道路・自動車間におけ

る通信システム（ITS）などを活用した安全対策の可能性が高まっている

5G Ṫ ᶨ ӗ ᶎ ᴥ ᶎ ӡ

῀ ᴦ ꜛ כּ יּ“ ꜛ כּ

יּ ὕ⁮ ᴦ ― ԁ

ṐṀꜛ ṐṀ ᴿ ∕ ₈ῇ ӟ

Ṫ ᶨ ṍV2X ITS 周囲の車両や

道路インフラとの情報通信の活用による検知範囲の向上や自動車側からの情

報発信などに関する安全対策を進めるべき ῖ

כּ ḩ ὀ ► ᵃ כּ ḯ כּ ӗ

ᴦ ᶨ ᾁ Ẑ

ῖ ├ ṳᵓ ⁮



ˢV2Nˣ ᶨ ӗ ︡ ΰ1s/3ˣ

自動車業界やITS団体における通信データを用いた安全施策の検討・提案の動き

自工会 事故死ゼロに向けた検討

ʿꜛῬᵓ Ⱨᾮ♂ TF

協調型の安全安心サービス提案（ITS Japan）

2030 ₇ Ẹ ἷῖ₯

ᶨ ӗ ӗ ӛ

ʿITS Japan

ADASs AEBx ᴟ ᴥ Ṫ Vs2N/V2Xˣ

├ Ⱨᾮ♂⌡ᾚKey
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ˢV2Nˣ ᶨ ӗ ︡ ΰ2s/3ˣ

更なる事故低減を目指し、通信・データ活用での安全施策へシフト

ʿhttps://global.toyota/jp/newsroom/corporate/41746612.html

モビリティAI基盤研究（2030までに5000億円投資） Data For Road Safety エコシステムの稼働（欧州）

欧州 安全第三者評価 Euro-NCAP

ʿeuro-ncap-protocol -safe-driving -vehicle-assistance-v10.pdf

2026 ᶨ

ӗ ᴣ ᵫ◐

AIṁ Ặ ᵫ ˗֫ ῖ Ⱨᾮ ᵓזּ ᾝם

ΰ ︡ ᶨ Ὄ ῖ Ⱨᾮ

ӗ ӗ ᵓזּ ᾝם ◙

̞ 10Ὦ ֫

כּ OEM ῖ

῝ẶṐḩ

Ẹ リアルタイムの車両

データや群衆データ

ᶨ

ῖ ӗ ᵠ
ʿDFRS live map

ʽῬⱧ ᴞ

ᾮ כּ Ῑ ӂ

Ẅ כּ
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https://www.euroncap.com/media/85818/euro-ncap-protocol-safe-driving-vehicle-assistance-v10.pdf
https://www.dataforroadsafety.eu/dfrs-live-map


⁯∑ ṛᶊˢISO/TR 24856x

ˢV2Nˣ ᶨ ӗ ︡ ΰ3s/3ˣ

ITS ᶨ יּ ӗ ᶎ ḩ ISO TR “ˢ2025.3ˣ

Intelligent transport systems τMobility integration τ
Role model of the human-centric predictive risk 
information provisioning service

ISO/TR 24856:2025 - Intelligent transport systems Mobility integration Role model of the 

human-centric predictive risk information provisioning service

Abstract
This document describes a role model for predictive safety risk 
information provisioning primarily applicable for non-
enforcement applications, and potentially applicable for 
enforcement application services are out of scope of this 
document. This role model is dedicated to human centric road 
transport safety management purposes considering all road 
users on the roads. It can be applicable to enforcement 
application services.

インテリジェント交通システム ーモビリティ統合

 ー人間中心の予測的リスク情報提供サービスの役割モデル

すべての道路利用者（ドライバー、歩行者、自転車利用者など）を

考慮し、人間中心の道路交通安全管理

取り締まり用途にも応用できる可能性
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活用による安全システムイメージ

Å ᶆῖ ╥ᴥּי ӡ V2N

ᴥ ︡

Å ⱱּי ῖ ╥ᴥּי ӡ ︡

  ᴦ ԁ ⱱ ằᴦ

Å ˢꜛ ֫ Ặ ˣ

インフラ連携システム

Å ᶆῖ ╥ᴥּי ӡ V2N

ᶨ ︡ ˢּכ∏ ὀ ˣ

Å ằᴦ

Å ẉ ằ ֲố

ˢ ὀ ẉ ˣ

オールコネクテッドシステム

Å ᾆẕᵫ 広範囲での実装を目指すためӟᴞ ２種類のシステム構成を検討

Å ∕ יּ Ӫ「꜡交通」「みち空間」に

存在する様々な事情を考慮した形での早期社会実装 ◙

Ὂ

2020年代の後半に社会実装すべく推進
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♂ Ⱨᾮ

■シナリオカバー率を算出
平成29年 死亡事故（2,982人*）に対するカバー範囲

■ 本システム想定シナリオ ■SIPシナリオ分類を元にバリエーション設定
 ʿ◌ ˢ֒ ˣ

路外逸脱

単独事故

1,067人

（33.3%)

自転車単独

73人

（2.5%)

* ԁṍSIP

♂ 3,694 יּ

追突/すれ違い/追い越し

480人（16.1%）

・右直

・出会い頭

・単路歩行者/自転車横切り

・歩行者横断（交差点）

・追い越し時の歩行者

・自転車追い越し/巻き込み

1,435人 (48.1%）

˻SIPⱧᾮ ⇔ ˼

・右直

・出会い頭

・単路歩行者/自転車横切り

・歩行者横断（交差点）

・追い越し時の歩行者

・自転車追い越し/巻き込み

・追突/すれ違い/追い越し

（位置精度向上）

段階的に対応シナリオ拡大することで、6割以上の死亡事故シナリオでの貢献可能性

四輪 対 二輪 四輪 対 自転車 四輪 対 歩行者、二輪 対 歩行者 四輪 対 四輪 ◙

ᴂ

ӡ ᴟ

̞◌ יּ“ ꜛ  כּ

כּ כ◦ ※本コンソにて試算
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ᾆẕᵫ ☿

Â ᵔὨ ᵓᴿזּ ᾆẕᵫ ☿

ˣὕ╔ ῖ ộ ͎

ῖ ♂ Ⱨᾮ ӛּי⌠

Â

交通事故の死者の多くは

いわゆる「交通弱者」

交通事故を削減し

「誰もが自由に移動できる空間」を構築

交通参加者の移動データから

事故につながる行動を検知

交通参加者に通知し

行動変容を促す

ᾆẕᵫ

-1 ΰ֒ כּ 二輪車見落とし

③ 踏切鳴動後 כ◦ 閉じ込めיּ

④ 交通弱者・新型モビリティの信号横断

ἇ ῖ Ⱨᾮ ӟᴞ͐ ᴿ ᵔὨ ◙

-2 ὺ 自転車見落とし

ḕẽ ᾋ Ⱨᾮῖ יּפֿ ӗ “ Ⱨᾮ

-2 כּכּ ῇ 歩行者の飛出し

-1 ♂ᶑ ∕ ῖ₯ 自転車の飛出し
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ᾆẕᵫ ☿

Â ᵔὨ ᵓᴿזּ ᾆẕᵫ ☿

Â

交通事故の死者の多くは

いわゆる「交通弱者」

交通事故を削減し

「誰もが自由に移動できる空間」を構築

交通参加者の移動データから

事故につながる行動を検知

交通参加者に通知し

行動変容を促す

ᾆẕᵫ

-1 ΰ֒ כּ 二輪車見落とし

③ 踏切鳴動後 כ◦ 閉じ込めיּ

④ 交通弱者・新型モビリティの信号横断-2 ὺ 自転車見落とし

ḕẽ ᾋ Ⱨᾮῖ יּפֿ ӗ “ Ⱨᾮ

-2 כּכּ ῇ 歩行者の飛出し

-1 ♂ᶑ ∕ ῖ₯ 自転車の飛出し

ᵒ

ˣὕ╔ ῖ ộ ͎

ῖ ♂ Ⱨᾮ ӛּי⌠

ἇ ῖ Ⱨᾮ ӟᴞ͐ ᴿ ᵔὨ ◙
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ם ᾓם ᾁ

STEP0

STEP1

STEP2

STEP3

信頼性

安全性

検証˙

目的 テストシナリオ参加者 周辺交通参加者

Å一般交通参加者

（支援アプリ配布）
Å一般交通参加者

（支援アプリ配布）

Å信頼性検証（リアルワールド）

Å普及促進
＊社会実装に向けた確認

Å信頼性設計の検証（机上での安全論証）

Å一般参加者の許諾

Å効果定量評価

Å受容性検証 シミュレーション環境で確認

Å関係者

（コンソメンバー及び他OEMなどの

参加者によるテスト実施）

Åシステム成立性検証

Å有効性検証
＊リアルな交通環境下での統制されたテスト

Å一般参加者

Åシステム成立性検証

Å有効性検証
＊テストコースでの統制されたテスト

Å関係者

（コンソメンバーの

テスト者によるテスト実施）

Åなし

‘24

久喜・ひたちなか実証年度

☼ם ᾁ

Å 24年度：久喜・ひたちなかでのクローズド検証。統制された環境下でのシステム成立性、有効性検証

Å 25年度：つくばでの公道検証。リアルワールドにおけるシステム成立性、有効性検証（予定）

Å 26年度以降：受容性や信頼性など、社会実装に向けた検証を実施（予定）

つくば実証

13/27



ם ᾓם ᾁ

STEP0

STEP1

STEP2

STEP3

信頼性

安全性

検証˙

目的 テストシナリオ参加者 周辺交通参加者

Å一般交通参加者

（支援アプリ配布）
Å一般交通参加者

（支援アプリ配布）

Å信頼性検証（リアルワールド）

Å普及促進
＊社会実装に向けた確認

Å信頼性設計の検証（机上での安全論証）

Å一般参加者の許諾

Å効果定量評価

Å受容性検証 シミュレーション環境で確認

Å関係者

（コンソメンバー及び他OEMなどの

参加者によるテスト実施）

Åシステム成立性検証

Å有効性検証
＊リアルな交通環境下での統制されたテスト

Å一般参加者

Åシステム成立性検証

Å有効性検証
＊テストコースでの統制されたテスト

Å関係者

（コンソメンバーの

テスト者によるテスト実施）

Åなし

‘24

久喜・ひたちなか実証年度

☼ם ᾁ

つくば実証

Å 24年度：久喜・ひたちなかでのクローズド検証。統制された環境下でのシステム成立性、有効性検証

Å 25年度：つくばでの公道検証。リアルワールドにおけるシステム成立性、有効性検証（予定）

Å 26年度以降：受容性や信頼性など、社会実装に向けた検証を実施（予定）
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24  ᾁ

ひたちなか安全運転教育センターではUCの再現テストを実施

【目的】実環境下において、一連のデータの流れが各UCで正しく実行されることを検証する

【実施内容】UC①②の再現を行い、想定のタイミングで支援ができることの確認

◌

◌

ꜛ כּ

◌

יּ“

-1♂ᶑ ∕ ῖ₯ 自転車の飛出し

-2 כּכּ ῇ 歩行者の飛出し

-1 ΰ֒ כּ 二輪車見落とし

◆各ユースケースの再現

ʿ⁯ Ԛ╖ֲ ‚Ἃּא

◆実験機材

GNSS

GNSS GNSS

LiDAR

˻ ḕẽ˼

 ʿ4G/LTE or 5G

 GʿooglePixcel8 pro

 ӡ ʿ2 GNSS

β GNSS ṕRTKṖ
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ם ひ̏たちなか自動車安全運転センター（動画／音声あり）
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ם ひ̏たちなか自動車安全運転センター（結果）

ひたちなか自動車安全運転センターにて、 Ἃḧ ṫם ☼ם

UC①②の再現し、想定のタイミングで支援ができることを確認

♯ᾓ
UC -1

ꜛ UCכּ

UC -2

UCיּ“

UC -1

UC

4 5 6

ῖ יּפֿ * 3 4 3

◌ * 3 3 3

UC
ằ Ӫ᷾Ṟ

›Ὣᴮ

-1♂ᶑ ∕ ῖ₯

ꜛ כּ
10/10 10/10 OK

-2 כּכּ ῇ

יּ“
12/12 12/12 OK

-1 ΰ֒ כּ

ᾋכּ
12/12 12/12 OK

KPI TTC 6~10[s˧ TTC 3~6[s˧

TTC 10[s]

TTC 6[s]

ằ

Ӫ᷾Ṟ

UC -1 ꜛ UCכּ

UC UCיּ“ 2-

UC -1 UC

対象検知からアプリでの配信まで、システム成立性をクローズド環境下で確認

Ẍ

Ẍ
*
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︠ Ṫ ₈ῇ ᴿ

モビリティPF

各社PF

信号情報

UTMS

Ặ IF/

プラットフォーム

̞ ὀ

Ặ ▫›

Ὣᴮ Ṑ  

ᴟ ᴥῬˢӡ ˣ  

“ם PF  

῝ ΰ ᴂ

  ᶆּזPF ᶤṐ

Lidar ‹

ῖ ╥ᴥּי ὓ▄

PF  

ᶆUC

כ◦ ᶎ

῝ ם םᵓזּ ΰ

ΰ ΰ

Ṫ  ̰̔̀ Ṫ ם

PF ︡ Ṑ  

˖ ḯ

כּ˖ CAN ṁ כּ

ṁ HMI⌠ Ṑ  

ἰ ᴟ

῟ᴮ

₈

ῇ

10~6

ằ

6~3

Ӫ᷾Ṟ

＜システム構成概要＞

ὀ “ ⱱ

ˢ ᴥῬˣ

PFḧ ὀ ‹ ︡

‹ ―

₈

ῇ

₈

ῇ

₈

ῇ
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ם ᾓם ᾁ

STEP0

STEP1

STEP2

STEP3

信頼性

安全性

検証˙

目的 テストシナリオ参加者 周辺交通参加者

Å一般交通参加者

（支援アプリ配布）
Å一般交通参加者

（支援アプリ配布）

Å信頼性検証（リアルワールド）

Å普及促進
＊社会実装に向けた確認

Å信頼性設計の検証（机上での安全論証）

Å一般参加者の許諾

Å効果定量評価

Å受容性検証 シミュレーション環境で確認

Å関係者

（コンソメンバー及び他OEMな

どの参加者によるテスト実施）

Åシステム成立性検証

Å有効性検証
＊リアルな交通環境下での統制されたテスト

Å一般参加者

Åシステム成立性検証

Å有効性検証
＊テストコースでの統制されたテスト

Å関係者

（コンソメンバーの

テスト者によるテスト実施）

Åなし

‘24

年度

つくば実証

☼ם ᾁ

Å 24年度：久喜・ひたちなかでのクローズド検証。統制された環境下でのシステム成立性、有効性検証

Å 25年度：つくばでの公道検証。リアルワールドにおけるシステム成立性、有効性検証（予定）

Å 26年度以降：受容性や信頼性など、社会実装に向けた検証を実施（予定）
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25 ם 

リアルワールドの影響・ロバスト調査

1. ᾁ ︡ システム挙動の一連の流れが公道環境下で成立する

2. ӡ ӡ ḯט ⌠ ユーザーの信頼に耐えうる正常作動になっている

3. םᵓזּ ΰ 本システムが実用に資するものかφ ΰ ᴡ参加者目線で評価していただく

◆検証環境の差分

クローズド環境

（久喜・ひたちなか）

公道環境

（つくば）

ῖ

╥ᴥּי

ῖ ╥ᴥּי ╥ᴥּי ԁ ῖ ╥ᴥּי ₤∕

ῖ ╥ᴥּי ◙ ◌

ꜛ כּ יּ“

ᾖ

ˑ כּ ∕

ῖ ◙ ֫ ⌠ ệ › ֫

ḕẽ

Ὧ

⅝ ὺ ⅝ ὺ ∕

‹Ṑ

ḕẽ יּ Ӥ יּ

יּ ᴥ

ӽ ԁ

UC -1

UC -1

UC -2

ØGeoTechnologies , Inc. 
ḲPL1702

ꜛῬᵓ

ˢOEMˣ SUBARU ▀ ꜛῬIɔTS Japan

ꜛ כּ

NTT

◆参加企業名・団体名（敬称略、順不同）

◆実験場所
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͍ʽῖ ӗ ︡ ᷊ ḕẽ

͎ʽ ᶨ ӗ ӛ

͏ʽSIP ᾆẕ ệ

4ʽּזᵓם ΰ



םᵓזּ ΰ ᴿ ︡

ᴿ ₈ῇ ᴂ ˢ︠ 2025 ӽˣ

῟
ˢⱧᾮ⌡ᾚ῟ᴮ Ṫ ˣ

 Ⱨᾮ⌡ᾚ῟ᴮ ᾋ ᾁ
 Ⱨᾮ⌡ᾚ῟ᴮ/ ᾋ ☼├ ᶓ

  ◕ ῝ ם ᾓם Ὧ
ˢ OEM Ẹ ᾁ ˣ

 ῟ Ṑ Ṫ Ὧ ᾁ
ˢӡ ῏₯ ט Ⱨ Ⱳ ˢ ˣ  

V2I/V2N Ὧ ˣ

ˢ ằ ˣ

 ṍם ᾁ
 ṍם ˢ ̍ ᴣ ˣ ἇ ᴟ

 Ẹ ӽ ẵ ӽ  ꜘ OEM

︠ Ẹṳ

 ⱧỘ ∕  ְ֫ ᵓזּ ׃

  Ẹ ӽ   Ṑ ◦ ⱧỘ ∕ ᾁ 

ˢḂ Ẹṳˣ

ẉ ᶈ
ˢ ˣ

 ẉ Ṑ∏כּ ẉ ᶈ  ₅ ├ ᾁˢOS ˣ

  ► ︣ΰ ├s ᴦ   ˣ

  ῀ ᴣ ắ

▫ ᾁ ˢ ʿAPI ᴟ ᾁ ˣ

 ᶈ ΰ

ὀᶈ Ặ ▫  
 ṁ ˢḂ ˣ ὀ ӽ ᾁ

  ᶨ ẉ Ặ ▫ ᾁ

2025 ῲ Ӥ ằ ḕẽ Ἱ 1stSTEP ῟ ˢ ằᴣ ˣ

ˢ ằ ˣ ẉ ᶈ ˢ ᾁx ☼ם
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῟ ˢⱧᾮ⌡ᾚ῟ᴮ ᾋ ᾁ ˣ

ӡ ӡ ט

ὓ

כ◦

3˵6 ʿ Ӫ᷾Ṟ

6˵10 ʿ ằ

⌠

Ṫ ᵫ KPI

“

Ⱨᾮ⌡ᾚ῟ᴮ▄

›Ⱨᾮ

Ⱨᾮ⌡ᾚ₢Ấ

›Ⱨᾮ “ ⌠

24

24˙25

25

26˙27

Ⱨᾮ ἷ ⇔ ᴟ

ḁ ⌠Ⱳ ▄

›Ⱨᾮ ▄ 2s5 ˣ

 Ⱨᾮ⌡ᾚ῟ᴮ ▄ ᴞṜ

 ›Ⱨᾮ “ ⌠ Ⱨᾮ⌡ᾚ῟ᴮ ▄

֒

ˢ♂ᶑˣ

›

ˢ♂ᶑˣ

ᴅיּ“

ˢ♂ᶑˣ

P˴F **% **% **%

P˴F˴ **% **% **%

Ⱨᾮ ⇔
֒

ˢ˙

20km/hˣ

֒

ˢ20˙

40km/hˣ

֒

ˢ40˙

60km/hˣ

֒

ˢ60˙

80km/hˣ

֒

ˢ80˙

km/hˣ

ⱧᾮὯ **Ὧ **Ὧ **Ὧ **Ὧ **Ὧ

ᴂ ˓ ˓ ˓ ˓

ITARDA Ⱨᾮ ὓ ▄

ṛ ם ᾓם ⌠ ▄

⌠ ▄ 2s5 ˣ

›Ⱨᾮ ʿ

Ⱨᾮ ᶤ›

“ ʿ

כ◦ Ⱨᾮᵕ ᶤ›

⌠ ʿ

⌠ ᶤ›
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ᶎ ΰ ˢӗ ӗ ằ ᴥᴣ ˣ

᾽ẁἪ ⇔᾽ẁ ằᴣ

エンドユーザー ῖ ˢ♪ᶐיּפֿ ᶐ ᵲּי ‰ יּ ⱪⱪ ˣ Å יּ“ ḯ ῖ ╥ᴥּי ӗ ΰ

Åӗ ΰ ӱ Ṑᵓ ӱ ꜛQOLΰיּ כּ ◌ כּ

公的主体 ὕ╔ Ḛ ˢꜛⱵיּ ⁯ῖ ˣ Åӗ ︡ ễӾ ῝ ⌡ᾚ

ÅⱧᾮ⌡ᾚ ᶖᾁק ☼ם ᾝ ᾁ ⌡ᾚ

Åӗ ΰ ӱ Ṑᵓ ӱ QOLΰיּ Ὂↄ῟ᴮ

交通業界 כּ Åּכ † יּ ᴥ( Ẩ יּ Ⱨᾮ Ể כּ יּבֿ ⌡ᾚ)

Åӗ ӗ ḩ ῟ᴮ

MaaS ⱧỘּי Å יּ ᴥ

Å ְ֫ ῟ ᴟ

ⱧỘּי Å Ⱨᾮ ẛ ט ֫Ẉ ֫ ﬞ ⌡ᾚ

֫ ⱧỘּי ÅⱧᾮ ם ӗ ├ ḼỘ ΰ

付随的な顧客 Å Ḿᾑ ♁ † יּ יּ

ᶘ  ☼ Å ῖ ӗ ễӾ ᴞ Ⱳ Ộ ⌡ᾚ

ᾑᵓּז Å ᶨ ᾑ ᴟ ₰ ₰ ῟ ᴟ

ÅⱧᾮ⌡ᾚ ᾝ ᾁ ⌡ᾚ

ꜛⱵ ὺ Sier Å交通参加者データᶨ ˢⱳ‮ ˣ

 ⱧỘ ᾽ẁ ῖ יּפֿ ῝ ︠ ᾽ẁ ṅ

  ᶆ︠ ᴂ ᴣ ằ

 2025 ᾽ẁ ӪᾋῖḊ ằᴣᴠ ᾁ ☼ם
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ᶎ ΰ ˢῖ ╥ᴥּי ᶨ ᴂ ˣ

■交通参加者データ活用事例（実績）

ʿHonda Drive Data Service | Honda῝꜠

路面状況を可視化

工数ミニマムで

舗装工事の優先順位が可能

リアルタイムに交通量を把握

分散させて渋滞を緩和

← ӽ כ◦ ΰ

ˑ ӗ ӱ כ◦

“Ⱳḧ

ῖ

リアルタイムに

交通情報を分析
Gセンサー等を活用し

路面状況を推定

ם“

ם“

“ᴦ

Ḛ

Ῥ

ẁ

ᶴᴣ Ὂↄ

ΰ “ Ӄ

ユーザーの走行データと

駐車場データから

来客インデックスを算出

כּ ӡ

כּ ∕Ⱳḧ

כּ

├

ῇ

ῖ ם

ӗ ӗ

“ᴅᶪ

ῖ

“Ⱳḧ

Ⱨ ῇ

ῖ

◕ὓᵊ ←ᾚ←

ӗ “

ӗ ├ ☼ם

ẍᴥᾚ

ᴅᶪ
ῖ

“Ⱳḧ

“

Ḿᾑᾤ

ῖ ӗ
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https://www.honda.co.jp/HDDS/?msockid=3d6d2515487a62a4296b30f0497f6363


ẉ ᶈ ˢ ˣ

ᵊ
כ◦

Ω

כ◦ ӟᵰ

Ω

כ◦

Ṟ

ᵊ
HMI⌠ ʿ͋

︡ ʿ͋
HMI⌠ ʿᾝ

︡ ʿ̚

HMI⌠ ʿᾝ

︡ ᾝʿ
ᵊ

ˢ ˣ

HMI⌠ ʿ̚

︡ ʿ̚

Ӫ꜡ Ἱ ằ

ᾝם⌠

ẉ ᶈ 他データ基盤（官民）との連携領域

■初期アプリ協調仕様公開・共用化（SDK）

■アプリのフォアグラウンドサービス化

ᵫ יּ ṍἹ ᶍ

◕ ṍ ẉᴥ

Å Ḃ ṁ ▫ ᴟ ῝Ặ ṁ

ὀ  

Å API ᴟ PF ᶨ

ᵫ

/

PF

API

ᴟ

Ṟ Ⱳ ḯ ⌠/ ︡ ᴦ
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₈ῇ

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度～ 2030年度～

םᵓזּ ṍḧSIPⱧỘ ᾆẕᵫ ṍḧ

῟

ẉᶈ

▫

ᾁ

ᵫ

Ṫ  

῝ ם
םᵓזּ

ᵤᵰ ᵫ

ẉ ᵫ26,27 ṛ ם

ṍ ӽ

ԁ ╥ᴥּי ᷊ ₅

ῖ ḕẽ ᾁ

⁯ ᶈיּ

⁯ ṁ ὀ

ᵰ ᶨ ꜛ

֫ ӽ ᶨ

Åḩἰּי ᵰ PF ὀ

Ṑ ằ

Åם ḩἰּי

›ᵫ

♯ᾓ

ΰ

‹

ὀᵫ

ḕẽ ΰ HMIᾁ

ΰ

ẉ ΰ ᾁ

ẉ

ᾁ

‰ ᴟ

Ⱨᾮ ἷ ἷ

Ⱨᾮ⌡ᾚ῟ᴮ▄

ẉ ᶈ ├ᾁ

ṍם ᾁ

Ẹ ӽ Ӥᾁ

ⱧỘ ᾁ

ὀᶈ ᾁ

Ṫ

Ὧ
ᾁ

Ⱨᾮ

⌡ᾚ῟ᴮ
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・全世界 交通事故死者数 119万人/年* *Source : WHO Global status report on road safety 2023, Country report

・事故低減を目指し、四輪車載技術に加え、通信・データ活用での安全施策の動き

・通信・データを用いた様々な交通参加者を対象とした、リスク未然対処支援を提案・研究

＜本コンソでの研究＞

םᵓזּ ΰ ︠ ᴿ ˢ ˣ

ם Ṫ ▫   ˗῟ᴮ ᴟ

Ẹ ṁ ▫ ├ ⱧỘְ֫  

ῖ ╥ᴥּי ẉ ᶈ ├ ᾁ

早期社会実装に向け、技術構築および社会実装課題への対応検討を業界・官民一体で推進したく
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＜安全施策動向＞

＜事故実態＞



ῖ Ⱨᾮ ᾆẕᵫכ◦♁
（日本信号株式会社／住友電工株式会社／株式会社 本田技術研究所）
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